
＜学校教育目標＞ 

＜めざす生徒像＞ 

○ああいさつができる生徒 ○そそうじができる生徒 ○ぶ部活動・習い事を頑張る生徒 

○べ勉強を頑張る生徒  ○し進路を切り拓く努力をする生徒 

心身ともに健全で 未来を築く たくましい力をもつ生徒の育成 
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 １０月１８日（水）に令和５年度翔鶴祭（合唱祭）が佐倉市ハーモニーホール

にて行われました。今年度は４年ぶりに全学年が一同に会し、クラスの合唱では

マスクも取って歌うことができました。どのクラスも甲乙つけがたい歌声でした

が、見事３年３組が最優秀賞、２年３組と１年３組が優秀賞に輝きました。 
 
             １組「証」 
             ２組「虹」 
             ３組「正解」 
   
             １組「きみにとどけよう」 
             ２組「Story」        
             ３組「あなたへ       

～旅立ちに寄せるメッセージ～」 
 

             １組「COSMOS」 
             ２組「HEIWAの鐘」 
             ３組「あさがお」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   
 どのクラスも１週間前の中間発表会とは見違える声量、ハーモニーで、東中生
の底力を感じました。歌声委員やパートリーダー、指揮者、伴奏者を中心に一生

懸命に取り組んだ証です。また、今回は本番でお互いの学年の歌声を聴くことが

できました。１、２年生にとっては３年生の先輩たちの歌声は刺激になったと思

います。この先もずっと、東中の歌声を繋いで欲しいです。 

なお、最優秀賞の３年３組は１１月６日に佐倉ハーモニーホールで行われる音

楽発表会に出場します。素敵な歌声をホールに響かせてきてください。 



 

体育祭の実施にあたり、保護者の皆様には暑い中、環境整備にご参加いただきありがとうございまし

た。また、熱中症対策として、ＰＴＡからは保健室に製氷機、体育館前に冷水器をご提供いただきました。

本当にありがとうございました。 

そして何より、翔鶴祭、体育祭に多くの保護者の皆様が参観に駆けつけてくださったこと、何よりも子

どもたちの励みになったと思います。本当にありがとうございました。          （校長） 

１０月２４日（火）、さわやかな秋晴れの空の下、体育祭が行われました。９月に延期が決ま

ってから約１ヶ月半、ほとんど練習時間がとれない中での実施でしたが、３年生の実行委員や応

援団を中心に、競技も応援もスムーズに行うことができました。何よりも子どもたちみんなが楽

しそうに全力で競技にのぞんでいたことが印象的でした。 

４年ぶりの全校実施となった今年の体育祭は、各クラスを紅白に分けた、紅白対抗戦で行われ

ました。学年種目、長縄跳び、徒競走、紅白対抗リレー、応援合戦と熱い戦いが繰り広げられ、 

今年度、総合優勝は 、応援賞は が勝ち取りました。   

   

  

  

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

                

子どもたち、また多くの職員が、コロナ禍前の東中の体育祭を知らない中でスタートした今年

の体育祭、熱中症、台風、コロナによる延期を乗り越えて何とか実施までこぎつけることができ

ました。東中全員の力を結集させて作り上げた新しい体育祭といっても過言ではありません。こ

の経験が子どもたち一人ひとりの、またクラスや学年の成長につながることと思います。これか

らの子どもたちの活躍にも期待したいですね。 

 

【第３４回佐倉東中学校体育祭スローガン】 

勝破笑美戦 ～勝利をつかめ、青春 festival～ 

待ちに待った 

美術部が 
製作しました！ 


